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モグラは

たいよう

太陽の
ひかり

光にあたると
し

死ぬの 

●モグラはひなたぼっこもする 

 モグラは、
からだ

体を
あたた

温めるために、ひなたぼっこをするので、
たいよう

太陽の
ひかり

光にあたっても
し

死に

ません。モグラは、
つち

土の
なか

中で
じゅうろうどう

重労働のトンネルほりをしているため、おなかもよくへりま

す。モグラの１
にち

日は、１～２
じ か ん

時間えさを
さが

探してトンネルをほり、おなかがいっぱいになった

ら３～４
じ か ん

時間ねむり、また、えさを
さが

探して
つち

土をほるというくり
かえ

返しです。
た

食べるために、い

つもあなほりをしています。モグラは１
にち

日に、
じ ぶ ん

自分の
たいじゅう

体重の
はんぶん

半分ぐらいの
りょう

量のミミズやコ

オロギ、
ようちゅう

幼虫などを
た

食べます。モグラを
か

飼うと、えさ
ぶ そ く

不足で
し

死なせることが
おお

多いようで
 

す。

●モグラは、
すいぶん

水分がたっぷりないと
い

生きていけない 

 モグラは、
つち

土ほりをしながら、たくさん
あせ

汗をかきます。そのため、
み ず け

水気もたくさん
ひつよう

必要で、
みず

水をたっぷりあたえないと、
し

死んでしまいます。ふつう、
つち

土の
なか

中は、
しめ

湿り
け

気がじゅうぶんあ

り、トンネルをほっても
しめ

湿った
つち

土ならくずれません。かわいた
すな

砂を
い

入れた
なか

中でモグラを
か

飼う

と、
すな

砂がくずれてトンネルがほれませんし、
すな

砂が
はな

鼻につまって、
し

死ぬことが
おお

多くなります。

 モグラは、ミミズを
お

追いかけて、
よる

夜
ちじょう

地上に
で

出てくることがあり、このときネコなどにおそ

われ、
し

死
たい

体が
あさ

朝、
はっけん

発見されたりすることがあったため、「モグラは
たいよう

太陽の
ひかり

光にあたって
し

死ぬ」

などと、いわれたのではないでしょうか 

 モグラは、
め

目が
み

見えず、
じっけん

実験してみると、
あか

明るくても
くら

暗くても
うご

動き
かた

方は
か

変わりません。モ

グラは、においや
おと

音でえさを
さが

探し、
からだ

体の
け

毛が、まわりの
つち

土にさわっていることで
あんしん

安心し、
つち

土

の
お ん ど

温度の
へ ん か

変化で
ひる

昼と
よる

夜、
き せ つ

季節などを
かん

感じとっています。（監修・今泉 忠明） 

 

 

 

 


